
第31号
2021.9.1 まちづくり推進協議会 会報

まちづくり推進協議会 実施事業
太白区

　地域が抱える課題の解決や魅力あるまちづくりを推進するため、区民と区との協働により、さまざまな事業を企画・実施しています。新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響で活動が制限される事業もありますが、引き続き、太白区内の魅力あふれるまちづくりを推進してまいりますので、皆様の積極的な
ご参加・ご協力をお待ちしています。

仙台89ERS
～スポーツを通じた地域・社会貢献～～スポーツを通じた地域・社会貢献～

　仙台89ERSは仙台市をホームタウンとし、ホーム
アリーナがある長町を中心に活動しております。
　2020-2021シーズンは長町をチームカラーのナイ
ナーズイエローに染め、より地域に密着した愛される
チームになれるよう企画した「イエロープロジェクト」
を実施いたしました。
　そのひとつとして、JR東日本（株）様、ジェイアー
ル東日本企画（株）様にご協力いただいて、JR長町駅
にナイナーズイエローの応援コーナーが完成いたしま
した。長町の玄関口で実現できたことは、仙台
89ERSが推進する「バスケのまち長町」を作りだす
大きな一歩。「スポーツを通じて地域・社会に貢献する」
というクラブ理念の実現に繋がると同時により地域の
皆様に親しまれる存在になれる貴重な機会でした。

　他にも、街に
フラッグを掲げ
たり、子供達と
一緒に約300
個のチューリッ
プの球魂をゼ
ビオアリーナ仙
台の近くの花

壇に植え、ホーム最終戦が行われた４月には、見事満
開に。長町がナイナーズイエローに染まりました。
　また、2020-2021シーズンは東日本大震災から10
年。当時解散の危機に陥ったナイナーズを支えてくだ
さったのは、地元・宮城の皆様でした。
　だからこそ、私たちが県内を回って「改めて皆様へ
感謝を伝えたい！」そんな想いから仙台市だけでなく、
名取市、塩釡市、白石市、加美町、登米市、南三陸町と、
県内各地で試合を開催させていただきました。

　そして「ナイナーズがつなぐ地域と未来」というコ
ンセプトのもと、地域のため、未来を担う子供達のた
め「NINERS HOOP」と銘打って、試合以外にも、地
域の魅力を選手自らが発信するなどの様々な活動を
行って参りました。
　このような活動が、HOOP=輪を広げるひとつのきっ
かけとなれるよう「NINERS HOOP」の活動は今後も
継続していく予定です。
　宮城にあるプロスポーツチームとして、これからも
ナイナーズは
長町の皆様を
はじめ、 地 域
の皆様に生き
る喜びや感動、 
笑顔をお届け
して参ります。

（HP:「仙台 89ERS」で検索　　）

（株式会社 仙台89ERS　代表取締役社長　志村 雄彦）

（イエロープロジェクトで子供達と一緒に植えた花壇）

新型コロナウイルスの感染拡大により、
中止や内容を変更して実施する事業があります。

太白区民まつり ※今年度は中止

　毎年、秋に「太白区民まつり」を開催しています。
　令和元年度は「世代をつなぐ、未来を築く」をテーマ
に、特設ステージでの発表やテント村での各種特産品な
どの販売のほか、ちびっこおもしろコーナー、ミニ機関車
の乗車体験などを行い、幅広い世代にご来場いただきま
した。昨年度、今年度と新型コロナウイルス感染拡大防
止のため中止となりましたが、次回を楽しみにしていてく
ださい。

　区内の小学５・６年生を対
象に、区内の自然・歴史・文化
に触れて、楽しく学ぶ「まち
づくり塾」を開催しています。
野菜収穫、レクリエーション、
施設見学などを行います。
　毎年春頃、学校に参加者
募集のご案内を送付してい
ます。

たいはくっこくらぶ

　東北工業大学と共同
で学生を対象にまちづ
くりをテーマとした講
座（単位取得可）を開講
するほか、地域と大学と
のまちづくりに関する
協働など、学生等が取り
組むまちづくり活動を
支援しています。

たいはく若者まちづくりフォーラム

　太白区の地域情報誌「ディスカバーたいはく」に掲載された区内
の名所・旧跡などを参加者を募って巡る区内探訪会を開催し、太白
区の魅力を再発見します。
　区内探訪会への参加者募集の案内は、市政だよりや仙台市ホー
ムページに掲載します。

ディスカバーたいはく

　地域の成り立ちや地域資源、生活史の移り変わりなどを地域住民
によりまとめた、手づくりの地域誌を製作する活動を支援します。
　昨年度から募集対象が広がり、現在発刊されている冊子タイプ
だけでなく、小冊子やマップでの製作も募集しています！
　「山田・鈎取まち物語」、「八本松・郡山まち物語」、「西多賀まち物
語」を太白区まちづくり推進課窓口で販売中です。（在庫限り）

太白区まち物語

（各1200円）

【お問い合わせ】
協議会事務局（太白区まちづくり推進課内：区役所４階）
TEL／022-247-1111　内線／6137

太白区まちづくり推進協議会役員紹介

会　長／鈴木 公至　　　理　事／三野宮 利男
副会長／大友 克人　　　理　事／堀内 祥弘
副会長／金岡 昭房　　　理　事／嶺岸 若夫
理　事／岡崎 正行　　　理　事／山口 強
理　事／亀岡 留美子　　監　事／伊藤 文夫
理　事／後藤 伊佐夫　　監　事／伊藤 益義
理　事／佐竹 和義
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きゅう こん

特 集

お祭り・イベント・スポーツ活動などにご利用ください！
※使用希望期間の重複などで、貸し出しできない場合があります。
※法被とスタッフジャンパーはクリーニングした上でご返却ください。

「法被（はっぴ）」、「スタッフジャンパー」、「ＡＥＤ」を
貸し出します。

太白区まちづくり推進協議会とは？

（NINERS HOOP GAME）

ナイナーズ フープ

（JR長町駅構内「応援コーナー」）

エイティナイナーズ



令和3年度 まちづくり活動賞受賞者令和3年度 まちづくり活動賞受賞者
区内でまちづくりに関する活動を５年以上継続的に実施し、その成果が顕著である方々を表彰しました。

世代をつなぐ、文化をつなぐ、地域をつなぐ

～誰もが行きたくなる「八木山テラス」～

野尻交流カフェ「ばんどころ」

　「Soundキャンパス」は、世代をつなぐ、文化をつなぐ、地域をつな
ぐをキーワードに、団塊世代仲間とたちあげた『寺子屋』で、里山文
化の秋保と下町文化の長町に拠点をもって活動しています。私ども
が小学生の昭和30年代は、スマホもテレビもなく、街角の紙芝居は
それはそれは楽しみな娯楽で、ペロンコ※すんなとおじさんに怒られ
ながらも、小さい子供から順に並
んで紙芝居に熱中していました。夏
休みには近所のお寺の本堂に集
まって、読み・書き・そろばんを年長
の生徒から教わり、いつしか集団
生活のルールを身につけました。
ちょっと窮屈そうに育てられてい
る現代の子供達に、紙芝居・お絵
描き・バナナの叩売りなどを楽しん
でもらおうと、寺社や公園などに
出没して現代版の『出前寺子屋』の
活動を続けています。

　もう一つの『akiu いもの
子』普及活動では、近隣の農
家、学校、お寺に里芋（新し
い品種）の植付けを支援・指
導し、秋には収穫祭を企画し
て、長町は大年寺発祥の里
芋料理『おくづかけ』を振る
舞い、里芋の普及に取り組ん
でいます。昨年の秋保小学
校での収穫作業は、マスクを
着用した４年生が２人ずつ組になって里芋を掘り、残りの生徒達は
教室の窓から見学しましたが、コロナ感染予防を考慮し料理体験は
断念しました。今年の収穫祭には、仲良く鍋を囲み「おくづかけ」を
何杯もおかわりする子供達の笑顔が見れますように、祈念して。

（一般社団法人　Soundキャンパス　代表理事　太田 信雄）

※ペロンコ：飴を買わずただ見をすること芋掘り

紙芝居

　Googleマップで仙台赤十字病院あたりをアップにすると、病院
の隣の緑地に「八木山テラス」が画像入りで紹介されている。（世界
的に？）有名になったものだ。
　雑草だらけの緑地を、昨年4月に発足した金剛沢緑地愛護協力
会の会員やボランティアのメンバーで見事に再生させた。「基本は
草刈り」、とにかく居心地の良い緑地を作ることに汗を流し、その緑
地の上に「竹ちぐら」というサンシェードを3個、ベンチを3個、さら
にはラベンダー畑まで作ってしまった。

　無謀というか大胆という
か、「竹ちぐら」は画像だけを
参考にして作り上げてしまっ
た。一番大変だったのは竹割
り。太い孟宗竹を六つ割り、八
つ割りにするのは至難のこ
と。これは東北工業大学の野
球部の学生さんの協力で
500本の割り竹を作っていた

だいた。この協力が無かったら
竹ちぐらの完成は無かった。
　会員45名と当日参加してく
れたボランティアの方々、運悪
く散歩の途中でメンバーにつ
かまってしまった親子連れな
どなど、それぞれがやれること
をやるというゆるい取り組み
で、合言葉は「適当に！」。この
適当にという言葉は魔法の言

葉である。それぞれの得意分野で、それぞれのできる役割を発揮し
ていただいた。
　令和3年度は「太白区まちづくり活動助成事業」に指定していた
だき、湿地に「雨庭」、斜面にウッドデッキなどを作り、ますます「誰
もが行きたくなる八木山テラス」作りに励む予定。
（HP:「八木山テラス」で検索　　）

（金剛沢緑地愛護協力会　井上 則雄）竹ちぐら（サンシェード）

　秋保の最西部に位置する野
尻地域は、古くは仙台と山形を
結ぶ二口街道の交通の要所と
して関所が置かれ、伊達家仙
台藩の警護を司った足軽衆の
集落としての歴史があります。
その証とも言える二口街道の
通行手形などを今に受け継ぎ
ながら、豊かな自然と調和した
山里の暮らしを守っています。
　野尻地域は小さな集落で、高齢化率が秋保地区の中で最も高
く、次世代の担い手不足が深刻となっています。そんな中、「自然豊
かな野尻の特性を活かして、野尻を訪れる方々との交流の機会を増
やし、地域を元気にしよう」という地域住民からの声があがり、平成
28年10月に地元町内会を軸に「野尻いぐする会」を立ち上げ、一丸
となって魅力発信等の活動に取り組んでいます。
　平成29年10月には地元の集会所を改修して、活動拠点となる野

尻交流カフェ「ばんどころ」を開設しました。二口エリアへの来訪者
の休憩場所として、秋保在来そばや地元食の提供、歴史文化の紹介
をしている他、地元住民や野尻を訪れた方々の交流の場としても広
く活用しています。また、昨年7月に敷地内にある樹齢270年の桜
が新種の桜「秋保足軽紅重」として認定を受け、今年の開花時期に
は多くの方が来られました。残
念ながらコロナ禍でばんどこ
ろは休業中でしたが、来年は
地元食を楽しんでいただきな
がら、桜を観賞していただきた
いと思います。
　豊かな自然に囲まれ、空気
が美味しい野尻、交流カフェ
「ばんどころ」に癒されに来ま
せんか。お待ちしております。
（HP:「ばんどころ」で検索　　）

（野尻いぐする会　代表　佐藤 幸記）

新種の桜「秋保足軽紅重」

わたしたちのまちづくり～まちづくり活動紹介～わたしたちのまちづくり～まちづくり活動紹介～

「手打天ざるそば」

　生活困窮家庭や共働き家庭の子供達と保護者等への夕食の提供
事業を実施し、世代間交流の促進や子育てを応援する場となってい
ます。

○特定非営利活動法人おりざの家

　秋保地区に伝わる民話の掘り起しや「秋保民話マップ」の作製及
び「案内看板」の設置など、地域の特色を生かした取り組みを行って
います。

○秋保語りの会
　地域のお宝マップを作製し、まち歩きイベントやキャンドルナイ
トを行うなど、地域の未来を担う子供達向けの取り組みを実施して
います。

〇中田西部地区の未来を育むプロジェクト

　各町内会の役員を中心に、交通安全や小学生への声がけ等の見守
り活動を献身的に継続するなど、安全で安心に暮らすためのまちづ
くりを行っています。

○泉崎地区町内会連合会

　避難訓練の企画運営に加えて、各種防災講座の実施や親子で参加
できる防災教室の開催、中学校での防災授業などを行っています。

〇西多賀・金剛沢ＳＢＬ会

　子供たちへの昔遊びの指導など、会員の職業経験や特技を生かし
て地域に貢献する取り組みが他の活動団体の設立に繋がるなど、多
くの住民が地域活動に参加する土台を醸成しました。

○太白21世紀クラブ
　水を使わない非常用トイレの組立や非常食づくりを町内会より
小さな単位で実践し、近所の人同士が非常時にお互いに助け合う共
助の関係性の構築を推進するなどの取り組みを行っています。

〇八木山地区防災協会

（50音順・敬称略）

　長年に渡り、名召公園の清掃活動や植栽の手入れを継続して実施
し、緑豊かでゆとりとうるおいに満ち、自然と共生するまちづくり
を行っています。

○米倉 愛子
な めし

活動風景

あ き　 う

ふ た  く ち

あ し が る べ に かさね

（50音順・敬称略）

令和3年度　まちづくり活動助成事業　対象事業
区内に活動拠点のある市民団体が自主的に取り組む創意工夫あふれるまちづくり活動に対し、区が必要な経費の一部（上限 50 万円）
を助成する事業です。令和 4 年度の事業の公募は令和４年１月末から開始予定です。

事  業  名 実施団体 事業内容
だれもが行きたくなる

“まち”づくり
—「八木山テラス」構想—

金剛沢緑地
愛護協力会

金剛沢緑地の南側の斜面に木製テラスを設置する「八木山テラス」構想を実現するため、
周辺緑地の整備やイベントを地域住民や関係団体等の協力を得ながら実施し、「だれもが
行きたくなるまち」づくりの実現を目指した取り組みを進める。

つなごう 秋保千年の里山文化
～長町の下町文化との

連携共助の活動～
一般社団法人

Soundキャンパス
秋保及び長町地域において、「akiu いもの子」の普及支援や相互の文化理解と交流・体験
の場を創出する「出前寺子屋」事業等を通して、元気な人づくり、元気な里山づくり、元気
なまちづくりを推進する。

ながまちテラス ながまちテラス
実行委員会

JR 長町駅西口広場でのイベントを通して、団体の交流の場を創出するとともに、商店街の
活性化や地域コミュニティの活性化を図るほか、ボランティアを地域から募集することによ
り地域づくりの担い手の発掘や育成を行う。

三神峯“桜縁”の発信と協働を
さらに深化し、より優しい街に！

西多賀まちづくり
推進委員会

三神峯公園において、地域住民が手掛けることが可能な桜の整備を行い、これまで以上の
賑わいを創出し地域の活性化に繋げるとともに、樹名板作成や昔遊びなどを通して、子供
達と大人の「世代間の繋がり意識」の醸成を図る。

楽元の森活用事業 楽元の森
運営委員会

上野山小学校に隣接する「楽元の森」において、地域の資源として活用できるようツリーテ
ラス等の整備や維持活動を行う。また、地域の子供を対象とした様々なイベントの開催に
より、子供の育成や地域づくりの担い手の発掘を図る。

わがまち富沢・西多賀
地域住民の健康づくり

“いきいきはつらつ 100 まで元気”
富沢健康サロン

「緑の会」
高齢化が進む富沢・西多賀地域において、高齢者の関心が高い健康に関する行事を医療専
門スタッフやスポーツ関連団体と連携して開催することで、地域住民が外出して交流する場
を創出し、互いに顔が見える安心な地域社会を形成する。

（50 音順）


